
2025年度 授業コード：12201900 

授業科目 教育実習Ⅱ 実務家教員担当科目 - 

単位 4 履修 選択 開講年次 4 開講時期 通年 

担当教員 塚本 美紀、西原 真弓、太田 かおり 

授業概要 

これまで学んできた理論や方法などの知識および教え方の技術などを基にして、中学校・高等学校

での教育指導や教育活動で実践的な経験を重ねながら教育現場への理解を深める。実習を通して教

師としての資質の向上を図り、実践力を養う。 

授業形態 対面授業 
授業

方法 

実習校の状況に応じて ICT を活用して実習を行

う。 

学生が達成すべき行動目標 

標準的レ

ベル 

1. 実習校の教員の指導に従って学習指導案やその他の計画を作成することができる。 

2. 実習校の教育方針を尊重しながら、実習生として自らを律し行動することができる。 

3. 実習校の教育目標や指導方針、学校行事等に配慮しながら実習生としての責務を果たすことが

できる。 

4. 英語以外の授業も可能な限り参観し、実習校の教育活動全体を把握することができる。 

理想的レ

ベル 

標準的レベルの１から４の全てを達成した上で、常に自らの課題を見つけ、その課題に積極的に取

り組んでいくことができる。 

評価方法・評価割合 

評価方法 評価割合（数値） 備考 

試験 0  

小テスト 0  

レポート 15%  

発表（口頭、プレゼンテーション） 15%  

レポート外の提出物 0  

その他 70% 実習の様子 

カリキュラムマップ（該当 DP）・ナンバリング 

DP1 〇 DP2 - DP3 - DP4 〇 DP5 〇 ナンバリング EN44119J 

学習課題（予習・復習） １回の目安時間（時間） 

実習に必要な準備や事後の振り返り等を行う。 4 

授業計画 

第 1回 

中学校・高等学校では、以下の項目を踏まえて積極的に実習の活動に参加して下さい。 

1. 学校教育を継続的に行うための組織や活動を理解する。 

2. 教科の授業計画を理解し授業活動に役立てる。 

3. 教諭の職務を観察しその内容について理解を深める。 

4. 教諭の指導を受けながら学級経営と生徒指導に関わる。 

5. 英語および他教科の授業を参観する。 

6. 教諭の指導を受けながら学習指導案を作成する。 

7. 学校現場に即した評価方法を学び理解を深める。 

8. 個別指導と集団指導の方法を学び、生徒を対象に授業を経験する。 

9. 自らの資質向上のために研修方法を考える。 

テキスト 指定なし。 



2025年度 授業コード：12201900 
参考図書・

教材／デー

タベース・

雑誌等の紹

介 

必要に応じて紹介する。 

課題に対す

るフィード

バックの方

法 

実習後に面談で行う。 

学生へのメ

ッセージ・

コメント 

○ 実習前には、事前指導のオリエンテーションが行われる。必ず参加して心の準備をしてください。

また、事後に開かれる実習報告会では実習を終えた者に貴重な経験を語っていただきます。 

○ 母校で実習を希望する者は、春休みや夏休みなどに母校を訪ねて、4 年次に教育実習を希望する

旨を先生方に伝えてコミュニケーションを保っておくことが大切です。4 年次には、実習に入る前

に、直接学校を訪問するか、電話等で期間中に担当する学年や教科書の種類、教科書の範囲等を訊

いて、事前に教材研究をしておきましょう。 

○ 実習中には、数種類の学習指導案の提出を求められるので、前もって教案の素案を用意しておく

と、実習中に速やかに担当教諭の指導を受けることができます。また、担当する個所を教えるのに

必要な教具や教材を前もって準備することで、肝心な授業の準備や練習、生徒との交流により多く

の時間を充てることができます。 

 


